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ケツァール(手持ちによる約600mmの超望遠撮影)

ケツァールの棲む森(熱帯雲霧林)

熱帯雲霧林でよくみられる大木に付着する着生植物

人と地球の未来のために

i-net



子ども環境カレッジ 「冬の水鳥観察会」
NPO法人 地球環境カレッジ

活 動 紹 介

多摩川に集まった水鳥(左)と双眼鏡を覗く参加者たち(右)

〒154-8585　　東京都世田谷区駒沢 3-15-1
〒105-0004　　東京都港区新橋 6-17-19（新御成門ビル）
〒421-0212　　静岡県志太郡大井川町利右衛門 1334-5
〒224-0025　　神奈川県横浜市都筑区早渕 2-2-2
〒105-0004　　東京都港区新橋 6-17-19（新御成門ビル）
〒553-0003　　大阪府大阪市福島区福島 7-20-1（KM西梅田ビル）
〒550-0002　　大阪府大阪市西区江戸堀 3-2-23
〒060-0062　　北海道札幌市中央区南二条西 9-1-2（サンケン札幌ビル）
〒980-6016　　宮城県仙台市青葉区中央 4-6-1（仙台中央ビル）
〒460-0002　　愛知県名古屋市中区丸の内 1-4-12（アレックスビル）
〒455-0032　　愛知県名古屋市港区入船 1-7-15
〒730-0051　　広島県広島市中区大手町 2-1-1（広島商中日生ビル7F）
〒812-0055　　福岡県福岡市東区東浜 1-5-12
〒900-0003　　沖縄県那覇市安謝 2-6-19
〒950-0087　　新潟県新潟市東大通 2-5-1（住友生命新潟東大通ビル6F）
〒780-0053　　高知県高知市駅前町 1-8（第7駅前観光ビル）
青森、盛岡、秋田、山形、福島、新潟、茨城、千葉、北関東、相模原、神奈川、静岡、長野、

富山、金沢、岐阜、三重、福井、滋賀、奈良、和歌山、神戸、山陰、山口、高松、徳島、松山、

高知、北九州、熊本、長崎、北京(中国)、ジャカルタ(インドネシア)、マニラ(フィリピン)
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人と地球の未来のために

実施日：2006年1月28日(土)

場　　所：GEカレッジホール(いであ(株)内)及び

　　　　　　　多摩川河川敷(二ヶ領上河原堰付近)

特定非営利活動法人(NPO法人) 「地球環境カレッ

ジ（Global Environment College : GEC）」（2004年2月設

立）では、一般市民を対象に環境学習・教育事業など

を行い、環境保全・改善意識の啓発・普及に貢献する

ことを目的として、各種イベントを開催しています。

冬の水辺で見られる鳥には、渡りをせずに一年中

同じ場所にいる留鳥と呼ばれるものと、秋に渡って

きて冬を過ごし、春になると北に渡って繁殖する冬

鳥と呼ばれるものがいます。お馴染みのカルガモは留

鳥で一年中見られますが、コガモやオカヨシガモは、

冬にしか見られない冬鳥です。遠くシベリアの彼方か

らはるばる渡ってくる冬鳥たち。さて、多摩川にはいっ

たいどんな冬鳥がやってきていたのでしょうか。

中でも多く見られた鳥は、カワウやサギ類、そして

カモの仲間でした。「あのカモは何ガモかな ？」と、図

鑑を片手に望遠鏡を覗いて見比べっこする参加者た

ち。似ている鳥の種類を見分ける観察のコツは、くち

ばしの形や足の色など、まとを絞って望遠鏡を覗くこ

とです。一方で、「白くて大きな鳥がいた。」 と言って

土手から川を見ている子どもたち。しばらくして姿を

現して飛び立った白い鳥は、アオサギでもコサギでも

なく、コハクチョウでした。羽の色から推測して、昨年

生まれた、まだ若い鳥のようでした。

その他、別名都鳥とも呼ばれるユリカモメや、警戒

心が強く、あまり見られないタシギにも出会うことがで

きました。また、水辺から少し視点を変えて真上を見

上げると、ヒメアマツバメが青空高く群れになって飛

んでいるのが目に入りました。名前はヒメアマツバメで

すが、ツバメの仲間とは種類が違う鳥です。

今回もさまざまな種類の鳥たちに出会うことがで

きました。

(NPO法人　地球環境カレッジ　事務局　藤原 悦子)

いであ株式会社は、この法人の会員として、
NPO法人「地球環境カレッジ」を支援しています。

りゅう ちょう

みやこ どり

「多摩川にたくさんの種類の鳥が生息していることがわかり、驚きま

した。」「東京でも自然を観察できることがわかったので、これからは

意識して鳥や虫を探していきたいです。」ほか。(アンケートより)

参加者
の声参加者
の声

今回観察できた主な鳥今回観察できた主な鳥
カワウ、アオサギ、コサギ、ヒドリガモ、コガモ、オカヨシガモ、カル

ガモ、オオバン、コハクチョウ、タシギ、ユリカモメ、セグロカモメ、

セグロセキレイ、タヒバリ、イカルチドリ、ヒメアマツバメ

観察会レポート

　 　ヒド リ ガモ


